






















第Ⅰ部  記念シンポジウム「中国と日本の政治経済学－河上肇と中国、その後－」 
 ２００５年３月１６日（水） 午後２時から５時 
    京都大学時計台記念館百周年記念ホール 
パネル 
三田 剛史（経済思想史研究者、『甦る河上肇－近代中国の知の源泉』藤原書店著者） 
張 小金 （政治経済学、アモイ大学教授） 
大西 広 （社会統計学、京都大学経済学研究科） 




 同日 午後６時１５分から８時 京都大学時計台記念館百周年記念ホール 
中野 一新（京都大学名誉教授・河上肇記念会代表世話人）  
    「あいさつ：河上肇と京都大学」 
住谷 一彦（立教大学名誉教授・東京河上会代表） 












ブラウン・バッグ・ランチ（Brown Bag Lunch）は、略称 BBL、お弁当など昼食持込自










2005 年 1 月 24 日（月）14:00～16:00 に京都大学時計台記念館国際交流ホールで日中経
済貿易センター名誉会長木村一三氏による講演会「最近の中国事情と今後の日・米・中関
係における日本の積極的役割について」が開催されました。 











貨圏の創設に取り組むべき、そのためには両国各界のトップが 50 年、100 年後の日中がど
うあるべきかトップ会談を行い、出来るところから手がけていくというアプローチが重要
であることを力説されました。また、中国人との付き合いについて、率直さと謙虚さが要
であることを教えていただきました。 
100 名の聴衆の前にした、お年を感じさせない熱のこもった講演に、小生もたいへん感銘
するとともに、今後の日中関係を考える上で様々なヒントをいただきました。多数参加し
ていた中国からの留学生の間でも講演はたいへん好評であったとのことです。 
（文責 北野尚宏） 
